
 
 

 

PRESS RELEASE 

2019年 11月 27日 

アッヴィ、20歳から 60歳未満の働く男女 518人を対象に 

「白血病に関するイメージ・認識調査」を実施 

⚫ 「白血病は不治の病」と約 9割が認識、さらに「医師から告げられる余命は 5年未満」

と思うと約 8割半ばが予想 

⚫ 白血病を不治の病とイメージしている人の半数以上が「映画やテレビドラマによる影

響」と回答、メディアが白血病のイメージ形成に大きな影響 

⚫ 「白血病が最も多く発症すると思う年代」は 30歳未満と約 6割が回答、過半数が「白

血病は若者の病気」という認識が明らかに 

⚫ 白血病と診断された場合、「職場の同僚に伝えることをためらう」と思う人は 7 割以上、

診断後に同じ環境で仕事を続けることは困難という強い印象が浮き彫りに 

 

アッヴィ合同会社（本社：東京都港区、社長 ： ジェームス・フェリシアーノ）は、本年 10 月、20 歳か

ら 60 歳未満の働く一般男女 518 名（男性：261 名、女性：257 名）を対象に、「白血病に関するイメ

ージ・認識調査」を実施しました。 

調査の結果は、以下の通りです。 

 

◼ 白血病は不治の病？  最も発症する年代、そして余命のイメージは？ 

 ～「白血病は不治の病」と約 9割が認識、医師から告げられる余命は「5 年未満」と 

  約 8 割半ばが予想～ 

白血病に対して「不治の病」というイメージを持っているか？という質問に 23.4％が「とてもある」、

65.8％が「ややある」と回答し、合わせて約 9 割（89.2％）に「白血病は不治の病」というイメージ

があることが分かりました。 

白血病が最も発症する年齢層のイメージで最も多かった回答は、「10代～20代（55.6％）」で、 

「10 代未満（4.2%）」と回答した人を合わせると約 6 割（59.8%）を占め、白血病は若い人が罹患

するイメージが強いことが示唆されました。 

また「医師から告げられる余命について訊いたところ、「3 カ月未満（0.6%）」、「3 カ月～6 カ月未

満（7.1）%」、「6 カ月～1 年未満（25.7%）」、「1～3 年未満（33.6%）」、「3～5 年未満（17.8%）」と思

うと回答した人を合わせて約 8 割半ば（84.8％）の人が、白血病と診断されてからの余命は 5 年

未満と予想していることが浮き彫りとなりました。 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◼ 「白血病が不治の病」というイメージはどこから？ 

  ～映画やテレビドラマがイメージ形成に大きな影響～ 

「白血病は不治の病」というイメージを抱いている人に対して、そうしたイメージはどこからきてい

るのかと訊いたところ、最も多かった回答は「映画やテレビドラマ（51.7%）」で、「白血病が不治の

病」というイメージは映画やテレビの影響が大きいことが明らかになりました。また回答者を年代

別で見ると、男女とも 20 代は他の年代に比べて「テレビのドキュメンタリー・健康番組を見て」と

回答した人の割合が高いことが分かりました。 
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Q. 白血病に対して「不治の病」の 

イメージをもっていますか？ 

ある・計＝89.2% 

 

0.6%

7.1%
25.7% 33.6% 17.8% 15.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3カ月未満 3カ月～6カ月未満 6カ月～1年未満

1年～3年未満 3年～5年未満 5年以上

5年未満・計＝84.8% 

Q. 白血病と診断された場合、余命はどれくらいと医師から告げられると思いますか？ 

4.2% 55.6% 28.6% 9.5%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代未満 10-20代 30-40代 50-60代 70代以上

Q. 白血病の発症率が最も高いのは、 

どの年齢層だと思いますか？ 

20代以下・計＝59.8% 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◼ 白血病と診断されたら、職場の人に伝えますか？ 

～「抵抗がある」と約 7 割が回答、理由は「不幸だと思われたくない」、「仕事が減る／ 

減給される」、「辞めさせられる」から～ 

「白血病と診断されたことを職場の人に伝えることに抵抗があると思いますか？」との問いに、

「とても抵抗がある（29.7％）」、「まあまあ抵抗がある（42.5％）」と回答した人は 7 割以上となりま

した。その理由は回答が多い順に「同僚から不幸だと思われたくない（46.5%）」、「辞めさせられ

るから（18.4%）」、「仕事が減る／減給される（14.7%）」でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

46.5% 18.4% 14.7%

11.2%
2.9%

0.5%

5.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

周りの同僚から不幸だと思われたくないから

辞めさせられるから

仕事が減るから/減給されるから

責任のある仕事をさせてもらえなくなるから

希望していない異動をさせられるから

昇進できなくなるから

その他

29.7% 42.5% 19.7% 8.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても抵抗がある まあまあ抵抗がある

あまり抵抗がない まったく抵抗がない

抵抗がある・計＝72.2% 

n=374 

※職場に白血病の罹患を話すことに抵抗感がある人 

Q. 白血病と診断された場合、職場の人に伝えることに抵抗があると思いますか？ 

Q. 抵抗がある場合、その理由を教えてください（最もあてはまる理由をひとつ） 

n=518 

Q. 「白血病は不治の病だと思う」（「とてもある」、「ややある」）と回答した方にお聞きします。 

  そのイメージは、どこからきていると思いますか？ 



 
 

 

◼ 白血病治療のイメージは？ 

～「白血病の治療には入院が伴う」と思うと 9割以上が回答、治療開始後のイメージは「髪の毛

が抜ける（71.4％）」、「外出ができなくなる（60.6％）」～ 

白血病の治療に対するイメージを訊いたところ、「治るまで入院を続けなければいけない

（31.9％）」、「治るまで入退院を繰り返し、いつまで続くか分からない（60.2％）」と回答した人が 9

割以上に上りました。また治療に対するイメージで最も多い回答は「髪の毛が抜ける（71.4％）」

でした。続いて「外出ができなくなると答えた人が 6 割以上（60.6％）に上ることから、「白血病の

治療には入院が伴い、外出が困難になる」というイメージをもっている人が多いことが示唆され

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31.9%

60.2%

5.8%
2.1%

治るまで入院を続けなければいけない
治るまで長期または短期の入退院を繰り返し、いつまで続くか分からない
通院のみだが、薬をずっと服用し続けていかなければいけない
通院のみで、決まった期間服用するだけで良い可能性がある

入院が必要・ 

計=92.1% 

Q. 白血病の治療は 

 どのように 

  進められると 

  思いますか？ 

ｎ=518 

Q. 白血病治療に対して持っているイメージにあてはまる項目を選んでください。 

（いくつでも） 

 

髪の毛が抜ける 71.4 

体力低下・感染症リスクなどで外出ができなくなる 60.6 

無菌室に隔離される 49.8 

必ず入院しなければならない 47.9 

嘔吐を繰り返す 39.8 

やせ細る 39.2 

常にチューブに繋がれる 13.5 

効果が出にくい 12.9 

車いす生活になる 11.2 

その他 0.4 

特にイメージは持っていない 4.8 

 

 

治療 

イメージ 

(n=518) 
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本調査結果について、特定非営利活動法人 血液情報広場 つばさ・理事長の橋本 明子氏は、次

のように述べています。「今回の調査から、映画やテレビの影響もあり、『白血病は不治の病』、『診

断されてからの余命は 5 年未満』という印象を多くの方が持たれていることが分かりました。しかし

2006年から 2008年に白血病と診断された人の 5年生存率は男性 37.8%、女性 41.3%であると

され、今だからこそ『白血病を誤解していませんか？』と問える時がきました。一方、白血病を含む

がんに罹る日本人の割合が 2 人に 1 人といわれるこの時代に、『白血病であることを職場の人に

伝えることをためらうと思う』と回答した方の割合は 7 割で、その理由の多くは『不幸と思われたくな

い』、『これまで通り仕事を続けていくことは難しいと思うから』という回答でした。近年は、白血病を

取り巻く環境が大きく変わってきており、通院により白血病の治療を続けながら、仕事を両立してい

る患者も増えてきています。その変化を多くの方に知っていただき、白血病患者やその家族が安心

して治療と生活を両立していける社会になっていくことを願っています」 

 

 

アッヴィについて 

アッヴィは、グローバルな研究開発型のバイオ医薬品企業です。世界で最も複雑かつ深刻な疾患

に対する、革新的な先進治療薬の開発を行っています。その専門知識、献身的な社員、イノベーシ

ョン実現に向けた独自の手法を通じて、免疫疾患、がん、ウイルスおよび神経疾患の 4つの主要

治療領域での治療を大きく向上させることをミッションに掲げています。世界中の人々が持つ健康

上の課題への解決策を進歩させるため、75 カ国以上の国でアッヴィ社員が日々取り組んでいます。

アッヴィの詳細については、www.abbvie.com をご覧ください。Twitterアカウント@abbvie、

Facebook、LinkedInや Instagramでも情報を公開しています。 

 

日本においては、1,000人を超える社員が、医療用医薬品の開発、輸入、製造販売に従事してい

ます。自己免疫疾患、新生児、肝疾患、神経疾患、がんの各領域を中心に、患者さんの生活に大

きく貢献できることを願っています。詳しくは、www.abbvie.co.jpをご覧ください。 
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